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論文内容の要旨

人間の得ている視覚情報には物体形状から生じる陰影情報物体の色を示す色情報物体の輪郭の情報などがあ

り，これらの情報を統合することで周囲の環境を認識しているo この視覚情報を計算機に理解させようというのがコ

ンピュータ・ビジョンであるO

本論文は，有色画像の認識を光学物理モデルに基づいて行なうことを考える O 本論文で扱う物理モデルとは，物体

表面で生じている光の反射特性などを基にした幾何光学的なモデルであるO まず，対象物体を不透明有色物体とし，

その表面で生じる光の反射を解析するo この反射モデルを基に有色画像の認識を行なう。認識の対象として，物体表

面に他の面が写り込む相互反射現象に着目するO これは光源一物体一観測者の位置関係によって生起されるものであ

り，我々が物体の位置関係や形状，材質を認識する際に距離情報，陰影情報と共に重要な情報のーっと考えられるた

めであるO 相互反射の解析を行なうために主に色に着目した定性的なモデルと物体表面における反射の反射率関

数を用いた，色・強度を考慮した定量的なモデルの二つのモデルを構築するO これらのモデルを用いて有色画像中で

生じている相互反射の解析を行なう。次に相互反射を検出するために光源を移動させることで光源一物体ーカメ

ラの位置関係を変化させその間に色が急変する画素を用いて相互反射を検出する方法を提案するO この手法の応用

例として従来の質感認識アルゴリズムとの融合を行なう。

また，濃淡画像， RGB カラー画像より多く情報を含んだ有色画像として，画素値に分光輝度分布を持つスペクト

ル画像を提案する。このスペクトル画像では濃淡画像， RGB カラー画像では認識できない，波長単位での微妙な変

化を認識，処理できることを示す。

論文審査の結果の要旨

本論文は，広義のカラー画像を対象としたコンピュータビジョンの研究成果である。人間は視覚を通して，陰影情

報，色情報，輪郭情報を得，これらの情報を統合して三次元環境を認識している。従来カラー情報は，計測の困難さ，

物理モデルの複雑さなどから，単純な場面での認識問題に限定されて用いられていたが，光学的物理モデルを導入す

ることにより，複雑な三次元実世界を理解する上で，重要な情報を担っていることを示したことが，本研究の最大の



意義であるo

本論文は，有色画像(カラーおよびスペクトル画像)の認識を，光学物理モデルに基づいて行なうことを提案して

いる。ここで扱われている物理モデルとは，物体表面で生じる光の反射特性なと、を基にした幾何光学的なモデルであ

る o まず第 2 ， 3 章において，不透明有色物体の表面で生じる光の反射を解析し，そのモデルを基に有色画像の認識

を行なっている。具体的な認識の対象として，物体表面に他の面が写り込む相互反射現象に着目しているo 相互反射

現象は，光源一物体一観測者の相互位置関係によって生じるものであり，人間が物体の位置や形状，材質を認識する

際に手がかりとする重要な情報のーっと考えられる。

第 4 章においては，相互反射の解析を行なうために，主に色に着目した定性的なモデルと，物体表面における反射

の反射率関数を用いた，色・強度を考慮した定量的なモデルの二つのモデルを提案している。これらのモデルを用い

て，有色画像中で生じている相互反射の解析を行なっているo

次に第 5 章において，相互反射を検出するために，光源を移動させることで光源一物体ーカメラの位置関係を変化

させ，その聞に色が急変する画素を用いて相互反射を検出する方法を提案している。この手法の有効性を立証するた

め，従来の質感認識アルゴリズムとの融合を行ない，より精度の高い質感認識が可能であることを示している。

第 6 章においては，濃淡画像， RGB カラー画像より格段に多くの情報を含んだ有色画像として，画素値に分光輝

度分布を持つスペクトル画像の利用を提案している。このスペクトル画像では，濃淡画像， RGB カラー画像では認

識できない，波長単位での微妙な変化を認識・処理でき，それによって異質向色物体のセグメンテーションと認識が

可能になることを実験によって立証しているo

以上の研究成果は，コンビュータビジョンにおけるカラー画像およびスペクトル画像の位置づけと，今後の応用技

術に貢献するところが大であり，工学博士の学位論文として価値あるものと認める。
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